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志賀ミキの東洋内科医院看病学講習所卒業証
明治43年（1910）12月

当館蔵

院長楠田謙蔵とその息子巌、生徒壬生珠子・渡辺関子・峰岸玉子・会田銀子。東京日本橋区浜
町で開業した医師楠田謙蔵（1861～1909、兵庫県出身）は、産婆・看護婦の養成にも力を入れ
た。同年12月の新聞広告では、楠田産科婦人科院高等産婆養成所と称している。この写真の撮影
者は、同じ日本橋区人形町で写真館を営んでいた沼津兵学校資業生出身の島田隨時（?～1902）。

志賀ミキ（1921年没）は、江原素六の次男次郎の妻。東洋内科医院・看病学講習所長高田畊安（1861～1945）は、京都出身で東
京帝国大学卒の医学博士、明治29年（1896）東京神田駿河台に東洋内科医院を設立し、その医院長となる。同志社で学んだクリス
チャンでもあり、32年（1899）キリスト教主義にもとづく肺結核の療養所南湖院を茅ヶ崎に開設した。妻テルは勝海舟の外孫（旧幕
臣疋田正善の娘）、長男の妻ナカ子はクリスチャンの旧幕臣戸川残花（安宅）の娘。疋田正善（亀之助・瓢吾、1893年没）は小姓
組・奥詰銃隊などをつとめた600石の旗本で、静岡藩では宮ケ崎御住居三等家従として知藩事徳川家達に近侍した人。大正２年（1913）
設立の日本結核予防協会では、高田は評議員、江原素六は名誉会員に名を連ねているが、２人には他にも接点があったであろう。



明
治
期
の
日
本
に
お
い
て
看
護
師
の
先
駆
者
と
な
っ
た
女
性
を

描
く
ド
ラ
マ
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
「
風
、
薫
る
」（
二
〇
二
六
年

三
月
放
送
開
始
）
で
あ
る
。
主
人
公
の
モ
デ
ル
は
大
関
和
（
ち
か
）

と
鈴
木
ま
さ
（
雅
子
）
の
二
人
と
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
士
族
の

娘
で
あ
っ
た
。
大
関
は
大
田
原
藩
士
、
鈴
木
は
幕
臣
の
家
に
生
ま

れ
た
。
鈴
木
ま
さ
の
父
は
加
藤
信
盛
、
夫
は
鈴
木
良
光
と
い
い
、

と
も
に
静
岡
県
士
族
で
あ
り
、
維
新
後
静
岡
藩
に
属
し
た
旧
幕
臣

だ
っ
た
。
陸
軍
歩
兵
少
佐
だ
っ
た
夫
良
光
が
明
治
一
六
年
（
一
八

八
三
）
に
任
地
仙
台
で
病
没
し
た
こ
と
か
ら
、
ま
さ
は
自
立
の
道

を
歩
む
べ
く
、
看
護
師
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

鈴
木
ま
さ
（
一
八
五
七
～
一
九
四
〇
）
は
、
そ
の
年
齢
か
ら
し

て
、
維
新
時
の
子
ど
も
時
代
に
家
族
と
と
も
に
駿
河
に
移
住
し
た

と
思
わ
れ
る
。
ま
さ
を
主
人
公
に
し
た
小
説
に
は
、
少
女
時
代
、

彼
女
が
弟
に
同
伴
し
て
静
岡
藩
の
静
岡
学
問
所
に
足
を
踏
み
入
れ

る
場
面
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
ろ

う
。
父
加
藤
信
盛
（
千
三
郎
）
は
、
具
足
奉
行
支
配
同
心
（
本
高

一
五
俵
一
人
半
扶
持
）
を
つ
と
め
た
加
藤
銀
次
郎
の
養
子
で
、
神

奈
川
奉
行
支
配
上
番
出
役
な
ど
を
経
て
、
戊
辰
時
に
は
撒
兵
頭
並

江
原
素
六
が
率
い
た
撒
兵
第
一
大
隊
に
属
し
、
撒
兵
差
図
役
頭
取
・

改
役
を
つ
と
め
、
下
総
で
新
政
府
軍
に
抗
戦
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
は
信
盛
が
箱
館
戦
争
に
参
戦
し
た
と
の
情
報
も
あ
る
が
、

明
治
二
年
に
は
家
族
六
人
と
と
も
に
駿
河
に
移
住
し
て
い
た
と
い

う
記
録
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
怪
し
い
。
一
方
、
信
盛
の
実

父
浅
川
権
三
郎
は
、
京
都
見
廻
組
に
属
し
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
で

五
〇
歳
に
て
戦
死
し
て
い
る
。
明
治
期
の
信
盛
の
動
向
は
不
詳
だ

が
、
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
か
ら
一
四
年
の
開
拓
使
函
館
支

庁
の
公
文
書
中
に
は
、
函
館
に
寄
留
し
、
製
塩
に
関
わ
っ
た
こ
と

を
示
す
「
静
岡
県
士
族
加
藤
信
盛
年
賦
上
納
件
」
な
ど
の
書
類
が

存
在
す
る
（
北
海
道
立
文
書
館
資
料
公
開
シ
ス
テ
ム
）。
な
お
、
ま

さ
の
母
の
実
家
田
辺
兵
三
郎
は
西
丸
切
手
御
門
番
之
頭
支
配
同
心

を
つ
と
め
て
お
り
、
加
藤
・
浅
川
家
と
同
様
、
御
家
人
だ
っ
た
。

ま
さ
の
夫
良
光
は
、
た
ぶ
ん
結
婚
の
翌
年
に
あ
た
る
明
治
一
二

年
（
一
八
七
九
）
に
三
二
歳
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
の
で
、

九
歳
ほ
ど
年
の
離
れ
た
夫
婦
だ
っ
た
。

さ
て
、
そ
の
婚
家
、
鈴
木
家
の
こ
と
で
あ
る
。
良
光
の
父
は
鈴

木
良
右
衛
門
と
い
っ
た
よ
う
だ
が
（
典
拠
不
明
）、
安
政
三
年
（
一

八
五
六
）
時
点
で
は
小
普
請
戸
川
主
水
支
配
組
に
属
し
、
小
石
川

白
山
御
殿
跡
大
通
り
の
二
五
〇
坪
の
屋
敷
に
住
ん
で
い
た
。
慶
応

期
頃
に
は
陸
軍
奉
行
並
支
配
だ
っ
た
。
良
右
衛
門
は
慶
応
三
年
（
一

八
六
七
）
六
月
頃
に
隠
居
し
、
息
子
の
金
次
郎
が
家
督
を
継
い
だ

（
国
立
公
文
書
館
蔵
「
廻
し
証
文
綴
込
」）。
そ
の
年
、
金
次
郎
は
二

五
歳
、
七
〇
俵
三
人
扶
持
の
陸
軍
所
修
業
人
砲
術
教
授
手
伝
介
で

あ
り
、
ま
た
陸
軍
歩
兵
科
伝
習
生
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
教
師
団
か
ら

教
育
を
受
け
た
。
翌
年
、
江
戸
開
城
に
際
し
て
脱
走
し
、
伝
習
歩

兵
隊
の
嚮
導
役
・
差
図
役
頭
取
と
し
て
北
関
東
や
箱
館
で
戦
い
、

負
傷
し
た
。
降
伏
後
は
鹿
児
島
藩
に
預
け
ら
れ
、
明
治
三
年
（
一

八
七
〇
）
に
赦
免
、
静
岡
藩
に
帰
参
し
た
と
思
わ
れ
る
。
良
光
も

父
と
と
も
に
箱
館
戦
争
に
参
加
し
た
と
さ
れ
る
の
で
（
典
拠
不
明

情
報
）、
そ
れ
が
事
実
だ
と
す
れ
ば
、
少
し
年
齢
が
合
わ
な
い
が
、

金
次
郎
と
良
光
は
同
一
人
物
で
あ
り
、
後
に
良
光
と
改
名
し
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

良
光
が
静
岡
藩
時
代
に
ど
こ
に
居
住
し
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い

が
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
は
陸
軍
に
出
仕
し
、
以
後
、
東
京

鎮
台
第
三
分
営
・
大
尉
心
得
（
四
年
一
二
月
）、
大
阪
鎮
台
十
番
大

隊
附
（
五
年
四
月
）、
陸
軍
大
尉
（
六
月
）、
歩
兵
第
九
連
隊
第
二

大
隊
附
（
七
年
六
月
）、
第
四
管
区
第
十
師
営
後
備
軍
司
令
官
（
八

年
二
月
）、
出
征
別
働
第
一
旅
団
に
属
し
西
南
戦
争
従
軍
（
一
〇
年

二
月
）、
陸
軍
少
佐
・
歩
兵
第
九
連
隊
第
二
大
隊
長
（
四
月
）、
凱

旋
（
一
〇
月
）、
戸
山
学
校
教
官
（
一
三
年
九
月
）、
第
二
軍
管
第
四

師
営
後
備
軍
司
令
官
（
一
四
年
六
月
）、
第
五
軍
管
第
十
二
師
営
後

備
軍
司
令
官
（
一
六
年
六
月
）、
免
職
（
一
〇
月
）
と
い
っ
た
、
軍

人
と
し
て
の
経
歴
を
た
ど
っ
た
（
国
立
公
文
書
館
蔵
「
公
文
録
」）。

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
と
な
っ
た
鈴
木
ま
さ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
女
性
宣

教
師
が
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
に
設
立
し
た
桜
井
女
学
校
付

属
看
護
婦
養
成
所
に
入
り
、一
期
生
と
し
て
卒
業
し
た
。
そ
の
後
は
、

医
科
大
学
第
一
医
院
の
内
科
婦
長
を
経
て
、
慈
善
看
護
婦
会
や
東

京
看
護
婦
会
を
創
設
す
る
な
ど
、
看
護
界
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て

活
躍
を
続
け
る
。
そ
の
辺
の
こ
と
は
ド
ラ
マ
で
描
か
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
か
ら
、
八
三
歳
で
亡
く

な
る
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
ま
で
、
彼
女
が
晩
年
を
過
ご
し

た
の
が
沼
津
だ
っ
た
。
病
気
の
息
子
の
面
倒
を
み
る
た
め
だ
っ
た

が
、
な
ぜ
沼
津
だ
っ
た
の
か
？
　
鈴
木
金
次
郎
（
亡
夫
良
光
？
）

の
箱
館
戦
争
時
の
戦
友
で
伝
習
歩
兵
隊
の
同
僚
だ
っ
た
山
口
知
重

（
朴
郎
）
は
、
赦
免
後
は
沼
津
兵
学
校
教
授
に
な
っ
て
い
た
。
た
だ

し
、
良
光
の
族
籍
は
浜
松
県
士
族
（
後
に
静
岡
県
士
族
）
だ
っ
た

看
護
師
の
先
駆
と
な
っ
た
静
岡
移
住
旧
幕
臣
の
子
女
た
ち

江
原
素
六
と
そ
の
周
辺 

75

鈴木良光
皇居三の丸尚蔵館収蔵

明治12年（1879）32歳の時



こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
の
で
、
静
岡
藩
で
の
移
住
先
（
も
し
く
は

割
付
先
）
は
遠
州
だ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
沼
津
と
は
無
関
係
で
あ

ろ
う
。
ま
さ
の
父
加
藤
信
盛
の
移
住
地
に
つ
い
て
も
沼
津
だ
っ
た

か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
沼
津
兵
学
校
の
創
設
者
江
原
素
六
は
、
大
正
六
年

（
一
九
一
七
）
発
行
の
雑
誌
に
、
以
下
の
よ
う
な
逸
話
を
語
り
残
し

て
い
る
。

（
前
略
）
部
下
に
石
井
謙
次
郎
と
云
ふ
人
が
あ
つ
て
、
私
の
暫
く
部

下
に
居
り
ま
し
た
が
、
水
戸
の
耕
雲
斎
派
で
あ
り
ま
す
か
ら
恐
し

い
頑
固
で
す
。
所
が
其
娘
が
看
護
婦
に
な
り
た
い
と
云
ふ
こ
と
を

此
両
親
に
云
つ
た
の
で
す
。
今
日
で
は
看
護
婦
と
云
ふ
も
の
は
、

誰
で
も
知
つ
て
居
り
ま
す
が
、
明
治
六
七
年
頃
は
看
護
婦
な
ど
と

云
ふ
も
の
は
、
相
当
の
教
育
あ
る
人
で
も
知
ら
な
い
時
代
で
あ
つ

た
。
況
や
武
士
の
娘
が
看
護
婦
に
な
る
と
云
ふ
の
で
あ
り
ま
す
か

ら
、
両
親
の
驚
き
方
は
恐
し
い
ほ
ど
で
、『
そ
れ
は
飛
で
も
な
い
こ

と
で
あ
る
、
武
士
の
体
面
に
関
す
る
、
武
士
の
娘
が
看
護
婦
な
ど

に
な
る
と
云
ふ
こ
と
は
無
い
』、
と
云
つ
て
も
、
是
非
な
り
た
い
と

云
ふ
、
其
娘
は
そ
れ
ま
で
外
国
人
に
就
い
て
耶
蘇
教
を
信
じ
て
居

た
。
何
か
人
間
は
、
他
人
の
為
め
に
力
を
尽
す
べ
き
も
の
で
あ
る

と
云
ふ
こ
と
を
、
チ
ヨ
ツ
ト
女
心
に
か
ぢ
つ
て
居
つ
た
。
そ
こ
で

何
も
尽
し
様
は
無
い
が
、
此
田
舎
は
医
者
が
少
な
い
為
め
に
、
屡
々

病
人
が
死
ぬ
の
で
あ
る
、
看
護
法
を
知
つ
て
居
つ
た
な
ら
ば
応
急

手
当
が
出
来
る
、
応
急
手
当
を
し
な
い
為
め
に
助
か
る
病
人
も
死

ぬ
こ
と
が
あ
る
。
又
一
に
看
病
二
に
薬
と
云
ふ
こ
と
が
あ
つ
て
、

看
護
と
云
ふ
も
の
は
、
人
の
命
に
非
常
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。

故
に
私
は
田
舎
に
居
つ
て
重
病
人
が
あ
つ
た
な
ら
ば
、
応
急
の
手

当
を
し
て
や
り
た
い
、
又
貧
乏
人
の
家
に
病
人
が
あ
つ
た
な
ら
ば

一
生
懸
命
に
親
切
に
世
話
を
し
て
や
り
た
い
、
さ
う
す
れ
ば
多
少

村
の
為
め
に
な
る
だ
ら
う
と
云
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
両

親
も
大
層
感
心
し
て
、
そ
ん
な
ら
許
す
か
ら
看
護
婦
の
学
問
を
学

べ
と
云
は
れ
た
の
で
、
娘
は
西
洋
人
の
所
に
行
つ
て
、
之
を
学
ん

で
看
護
婦
に
な
つ
た
の
で
す
。
た
し
か
其
人
は
後
に
慈
恵
病
院
の

看
護
婦
長
に
な
つ
た
か
と
思
ひ
ま
す
が
、
日
清
事
件
の
時
に
戦
場

へ
行
つ
て
、
病
気
に
罹
つ
て
死
に
ま
し
た
。（
後
略
）

（
江
原
素
六
「
僕
婢
的
気
質
」『
雄
弁
』
第
八
巻
第
一
号
）

両
親
の
反
対
を
受
け
る
な
ど
、
士
族
の
娘
が
看
護
婦
に
な
る
こ

と
が
当
時
の
社
会
に
お
い
て
い
か
に
難
し
か
っ
た
の
か
が
わ
か
る
。

江
原
は
父
親
の
石
井
謙
次
郎
の
名
前
し
か
出
し
て
い
な
い
が
、
娘

の
名
は
石
井
鈴
子
と
い
う
。
彼
女
も
近
代
日
本
に
お
け
る
看
護
婦

の
パ
イ
オ
ニ
ア
だ
っ
た
。
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
に
開
始
さ

れ
た
有
志
共
立
東
京
病
院
（
後
の
東
京
慈
恵
医
院
、
現
東
京
慈
恵

会
医
科
大
学
附
属
病
院
）
で
の
看
護
教
育
を
受
け
た
生
徒
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
彼
女
の
履
歴
は
、
東
京
都
港
区
・
青
山
霊
園
に
立

つ
墓
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
正
面
に
「
石
井
鈴
子
之
墓
」、
裏
面
に

「
鈴
子
者
静
岡
県
士
族
石
井
謙
次
郎
長
女
也
明
治
元
年
十
一
月
生
同

廿
年
十
二
月
応
東
京
慈
恵
医
院
看
護
婦
見
習
之
召
募
廿
一
年
七
月

七
等
看
護
婦
被
申
付
同
年
十
月
挙
乙
種
看
護
婦
生
徒
罹
病
遂
不
起

廿
三
年
二
月
六
日
死
　
有
志
者
建
之
」
と
あ
る
。
鈴
木
ま
さ
よ
り

も
一
一
歳
ほ
ど
年
少
で
あ
る
が
、
看
護
教
育
を
受
け
た
時
期
は
重

な
る
。
江
原
は
勘
違
い
を
し
て
い
る
よ
う
で
、
日
清
戦
争
に
は
従

軍
し
て
お
ら
ず
、
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
若
く
し
て
病
没
し
た

の
で
あ
る
。

鈴
子
の
父
石
井
謙
次
郎
（
一
八
三
八
～
八
八
）
は
、
幕
末
に
は

江
原
の
部
下
、
す
な
わ
ち
幕
府
陸
軍
の
撒
兵
差
図
役
並
勤
方
だ
っ

た
人
。
江
原
は
「
耕
雲
斎
派
」、
す
な
わ
ち
水
戸
藩
の
影
響
を
受
け

た
頑
固
な
攘
夷
論
者
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
榎
本
武
揚
率
い
る

脱
走
艦
隊
に
加
わ
っ
た
も
の
の
銚
子
沖
で
遭
難
し
た
た
め
、
駿
河

へ
移
住
し
静
岡
藩
士
と
な
っ
た
。
廃
藩
を
挟
ん
で
志
太
郡
（
現
藤

枝
市
）
の
朝
比
奈
山
の
開
墾
に
取
り
組
み
、
茶
業
振
興
に
尽
く
し

た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

偶
然
に
も
鈴
木
ま
さ
の
父
加
藤
千
三
郎
も
江
原
直
属
の
部
下
だ
っ

た
が
、
は
た
し
て
江
原
は
看
護
界
に
お
け
る
ま
さ
の
存
在
を
知
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

静
岡
藩
士
を
父
に
持
っ
た
二
人
の
女
性
、
鈴
木
ま
さ
と
石
井
鈴

子
。
奇
し
く
も
維
新
の
「
敗
者
」
の
側
に
身
を
置
い
た
彼
女
た
ち

で
あ
っ
た
が
、
二
重
三
重
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
、
看
護
師
と
い

う
未
踏
の
分
野
を
切
り
拓
い
た
と
い
え
る
。

〔
参
考
文
献
〕 

高
橋
政
子
「
ク
リ
オ
へ
の
感
謝
　
歴
史
に
み
る
看
護
婦

群
像
１
第
１
話
　
鈴
木
ま
さ
の
こ
と
」（『
看
護
教
育
』
第
二
二
巻
第
六

号
、
一
九
八
一
年
）、
高
橋
政
子
『
写
真
で
み
る
日
本
近
代
看
護
の
歴

史
　
先
駆
者
を
訪
ね
て
』（
一
九
八
四
年
、
医
学
書
院
）、
田
中
ひ
か
る

『
明
治
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
　
大
関
和
物
語
』（
二
〇
二
三
年
、
中
央
公

論
新
社
）、『
北
海
道
所
蔵
史
料
目
録
　
第
２
集
　
簿
書
の
部
（
そ
の

２
）』（
一
九
六
二
年
、
北
海
道
総
務
部
文
書
課
）、
伊
多
波
碧
『
小
説

も
う
ひ
と
り
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
　
鈴
木
雅
の
生
涯
』（
二
〇
二
六
年
、

潮
出
版
社
）、
拙
稿
「
江
原
素
六
の
戊
辰
時
脱
走
抗
戦
関
係
史
料
」（『
沼

津
市
博
物
館
紀
要
』
33
）、
小
山
枯
柴
『
維
新
前
後
の
静
岡
』、『
諸
向

地
面
取
調
書
（
二
）』、『
戊
辰
東
軍
戦
死
者
碑
建
設
結
了
報
告
』、『
明

治
十
二
年
明
治
天
皇
御
下
命
「
人
物
写
真
帖
」』、『
諸
向
地
面
取
調
書

（
三
）』、
東
光
司
『
徳
川
脱
藩
人
事
典
』（
二
〇
一
九
年
、
徳
川
脱
藩
人

調
査
会
）、
木
下
安
子
「
看
護
史
研
究
サ
ー
ク
ル
だ
よ
り
　
第
２
報
」

（『
医
史
学
研
究
』
第
二
号
、
一
九
六
一
年
）、「
北
部
茶
産
地
の
礎
造
り

に
貢
献
し
た
茶
業
功
労
者
石
井
謙
次
郎
の
足
跡
を
訪
ね
て
」（『
茶
道

楽
』
第
一
五
号
、
二
〇
〇
一
年
、
静
岡
県
茶
文
化
振
興
協
会
） 

（
樋
口
雄
彦
）

石井鈴子の墓
東京都港区・青山霊園
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令和７年度新収資料の紹介　　昨年度、明治史料館に仲間入りした資料です。

令和７年度当館収蔵資料の利用　　明治史料館の資料が様々なところで活躍しました。

明治史料館ギャラリートーク

寄
　
贈

沼津市立第二小学校
沼津市立千本小学校
静岡県立沼津商業高等学校
相磯晶美様
沼津市庄司美術館

写真等
写真等
沼津城の瓦
書画類
前田千寸関係資料 購

　
　
　
入

島田三郎書簡額　加藤定吉中将めんこ　田辺朔郎葉書　中村臺
訳『官許開化事始』

沼津藩関係
水野忠誠書幅　逵村容吉著『粗朶工』 岩城魁編『桂谷紀聞』　三
浦徹訳『聖教信徒問答』

その他沼津の歴史関係
槙豊作来翰集　槙豊作宛書簡　和田伝太郎著『藪鶯』　和田伝太
郎著『桜吹雪』　「東京帝国大学運動部水泳部開場広告」　佐々木
古桜画「武者絵色紙」　絵葉書久連国民高等学校農場　絵葉書静
浦全景　絵葉書沼津静浦獅子浜の富士　絵葉書沼津学習院修養
団国民体操　絵葉書駿河湾八景その３久連神島

購
　
入

江原素六関係
麻布中学校「明治三十八年三月学年試験成績表」「明治四十年 
三月学年試験成績表」

沼津兵学校・旧幕臣関係
服部常純（綾雄）詠歌短冊　西周書簡　林洞海校閲『製薬鑑法』
全８巻　中根淑著『撰註漢文読本弁髦』　渡部温編纂『改正増補
通俗伊蘇普物語原書』　石橋絢彦校閲『鉄道要具編』　「富士生命
保険株式会社案内」　武蔵吉彰出版『大阪夏冬両陣始末慶元記』

４月～６月

６月～12月

７月～９月

８月～９月
２月～５月

静岡市歴史博物館　企画展「明治維新と静岡　徳川慶喜、家達と旧幕臣たち」　「準九等出仕申付候事」「静岡藩少参事辞令」（江原
素六関係文書）　「小島初学所掟書」
沼津市芹沢光治良記念館　企画展「光治良の戦争と平和ー『サムライの末裔』ー」　写真「復興途上の上土・大手町方面」　「世界
大戦一覧地図」（西沢田平松家文書）
三島市郷土資料館　企画展「歴史資料から見る三島と戦争」　写真「空襲後の沼津市街地」「沼津大空襲　炎上する沼津市街地」
横浜市歴史博物館　企画展「北条幻庵ー横浜・小机城と関東の戦国ー」　文書「葛山氏元朱印状（永禄６年）４月３日」（獅子
浜植松家文書（市指定文化財））
沼津市役所　パネル展示「沼津の戦争と記憶」　写真「大手町の焼け跡」「焼け跡の沼津市街地」

「大熊☆氏廣ー応用編：近代日本がもとめた彫刻家ー」　川口市教育委員会　写真「大築尚志銅像ミニチュア」（大築尚志関係文書）

４月
５月
８月

10月

３月

「ぬまづ茶新茶まつり2025」（チラシ）　富士伊豆農業協同組合　写真「江原素六」（江原素六関係資料）
平山優『沼津三枚橋城物語』　沼津郷土史研究談話会　「天正８年北条・武田合戦沼津近辺絵図」（東間門田中家文書）

『広報ぬまづ　８月１日号』　沼津市　写真「大手町の焼け跡」「焼け跡の沼津市街地」「戦時中の運動会」「馬込の第九家庭防空組
合の防空訓練」「爆撃を受けた大手町トラヤ薬局の惨状」「大手町後片付け」「土地分譲の始まり」「海軍技術研究所実験水槽跡」等

『日本物理学会誌　80巻10号』　日本物理学会　田中啓介「東京数学会社と明治初期の数物訳語事情」　写真「沼津兵学校記念碑」
「中川将行」
松田正貴『墨ぬり教科書ー敗戦直後における日本の教育とアメリカ』　ナカニシヤ出版　写真『初等科国語８』表紙と挿入メモ

『連合軍指令文書大平小学校』表紙
『静岡県文化財防災ハンドブック』　静岡県　写真『地震之記』小林村絵図

４月

11月

12月

静岡朝日テレビ「とびっきり！しずおか土曜版」　浮世絵　広重画「東海道五十三次之内　原」　浮世絵　広重画「五十
三次　原」
令和７年度静岡県高等学校放送新人コンクールビデオメッセージ部門　日本大学三島高等学校放送部出品作品「我入道
の渡し船」　写真「昭和40年（1965）頃の我入道の渡し」
CBCテレビ「歩道・車道バラエティ道との遭遇」　写真「空襲後の沼津市街地」

☆展示使用

☆刊行物掲載

☆テレビ・WEBサイト等

　当館では、毎月第２土曜日の11時からギャラリートークを開催しています。話者は学芸員や学芸ス
タッフです。１回のみの参加も可能です。参加には事前申込が必要です。各回とも１週間前の土曜日、
９時から電話または直接お申し込みください。

月 テ　ー　マ
６月 沼津兵学校の授業をのぞいてみよう　～兵学校の教育と教育者たち～
７月 ７月17日　～太平洋戦争と沼津大空襲～
８月 戦争ごっこ　～戦時下のこどもたちと暮らし～
９月 沼津にも文明開化の音がする　～明治時代の沼津～
10月 神の御導き　～キリスト教と沼津～

11月 「昭和100年」記念　富士・沼津・三島３市博物館共通テーマ展
「昭和の産業と人びとの暮らしー戦後復興と高度経済成長期の沼津ー（仮）」

12月 「昭和100年」記念　富士・沼津・三島３市博物館共通テーマ展
「昭和の産業と人びとの暮らしー戦後復興と高度経済成長期の沼津ー（仮）」

令和８年各月のトークテーマ（予定）


